
学校コード F101310100365

設置年度 令和 ４年度

計画の区分： 学部の設置

日本医療大学 総合福祉学部 介護福祉マネジメント学科

　　担当部局（課）名 企画法務グループ

　　　職名・氏名 渡邊
ワタナベ

　真由
マ ユ

　　　電話番号　　 ０１１-３５１-６１００

　　　（夜間）　　 ０１１-３５１-６１６０（FAX）

　　　ｅ－mail　　 houjin-g@jhu.ac.jp

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

認可

令和５年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人日本医療大学　　　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ツシマ　ノリアキ ）

対馬　徳昭

（平成５年４月）

（ オオタ　マコト ）

太田　　誠

（令和２年４月）

（ ササオカ　マユミ ）

笹岡　眞弓

（令和４年４月）

（ イトウ　ハジメ ）

伊藤　　一

（令和４年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和４年度に報告済の内容　→（４）

　　　　　　令和５年度に報告する内容　→（５）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人日本医療大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　日本医療大学

　　　　北海道札幌市清田区真栄４３４番地１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒００４－０８３９

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　（〒０６２－００５３　北海道札幌市豊平区月寒東３条１１丁目１番５０号）

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名
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　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

　総合福祉学部
　　介護福祉マネジメント学科 人

　学士（福祉経営学） 年 人 人
人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

 －人  －人  －人  －人  －人  －人  －人  －人 40人  －人 40人  －人

－ － － － － － － － 8 － 4 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 8 － 4 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 8 － 4 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 8 － 4 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・　「平均入学定員超過率（控除後）」には、「平均入学定員超過率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　附則第２項及び第４項に該当する入学者の控除後の「平均入学定員超過率」を記入してください。 

　　　　なお、「平均入学定員超過率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除該当者がいない場合は、「－」としてください。

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告書を提出する大学等は、報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））」の

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、
　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

令和５年度

(　－　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　　　　「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

社会学・社会
福祉学関係

編入学定員 収容定員
調査対象学部等の

名称（学位）
学位又は学科

の分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
　　　　別ファイルにて提出してください。
　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和５年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、
　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程
　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。
　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

Ｂ　 入学者数

(　－　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

(　－　) (　－　)

0.20

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

0.10

[ 　－　 ]

　― 　― 

[ 　－　 ]

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　― 

0

0

[ 　－　 ]

(　－　)

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

0.15倍 －倍

　― 

平均入学
定員超過率
(控除後）

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和６年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

(　－　)

[ 　－　 ]

収容定員
充 足 率

0.15倍－倍

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

－

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

4 40 160

3年次

4年次

平均入学
定員超過率

収容定員
充 足 率

（控除後）
備　　考

入学定員

0

設 置 時 の 計 画

修業年限
学生募集の停
止について

備　考

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － － － 4 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

－ － － － － － 8 － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

－ － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

－

[　－　]

（　 －   ）（　 －   ）（　 －   ） （　 －   ） （　 －   ）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考

－ － － 8

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　][　－　]

令和２年度

4

４年次

１年次

２年次

３年次

（　 －   ）

令和５年度令和４年度令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

－ 人 － 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） －
平成３０年度の在学者数（ｂ） －

令和５年度 4 人 0 人

==

人令和２年度 －

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

－人－ 人

－

合　　計

人

令和３年度 － 人 － 人

人令和４年度 8 人 0

- ％
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【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） －
令和元年度の在学者数（ｂ） －

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） －
令和２年度の在学者数（ｂ） －

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） －
令和３年度の在学者数（ｂ） －

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 8

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 0
令和５年度の在学者数（ｂ） 4

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = 0 ％

=

=

=

=

=

= = 0 ％

- ％=

- ％

- ％
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【令和５年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 1 1 2後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

－ 0 19 0 1 1 0 0 0 5 － 0 19 0 1 1 0 0 0 5

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 6 14 0 5 1 0 0 0 3 － 6 14 0 5 1 0 0 0 3

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

－ 2 4 0 0 0 0 0 0 3 － 2 4 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

－ 4 8 0 0 0 0 0 0 3 － 4 8 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 1 1 2 1前 2 1 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

2前 2 3 2前 2 3

兼
任
・
兼
担

ボランティア活動

（小計11科目）

人
間
と
社
会

法学入門

政治学入門

経済学入門 経済学入門

経営学入門 経営学入門

行政法 行政法

マーケティング入門 マーケティング入門

統計学 統計学

情報科学 情報科学

会計学入門

＜総合福祉学部　介護福祉マネジメント学科＞

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

発達心理学

ボランティア活動

（小計11科目）

人
間
と
社
会

法学入門

政治学入門

２　授業科目の概要

兼
任
・
兼
担

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
と
文
化

人間関係とコミュニケーションⅠ

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
と
文
化

人間関係とコミュニケーションⅠ

人間関係とコミュニケーションⅡ 人間関係とコミュニケーションⅡ

人間の尊厳と自立 人間の尊厳と自立

倫理学 倫理学

文化人類学 文化人類学

教育学 教育学

文学 文学

北海道史 北海道史

心理学と心理的支援 心理学と心理的支援

発達心理学

会計学入門

簿記入門 簿記入門

社会学と社会システム 社会学と社会システム

家族社会学 家族社会学

（小計12科目） （小計12科目）

健
康
科
学

生活科学

健
康
科
学

生活科学

環境科学 環境科学

健康とスポーツⅠ 健康とスポーツⅠ

健康とスポーツⅡ 健康とスポーツⅡ

（小計4科目） （小計4科目）

語
　
学

日本語表現

語
　
学

日本語表現

英語Ⅰ(基礎） 英語Ⅰ(基礎）

英語Ⅱ(実践基礎） 英語Ⅱ(実践基礎）

英語Ⅲ（実践応用） 英語Ⅲ（実践応用）

中国語 中国語

韓国語 韓国語

小計（6科目） 小計（6科目）

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

社
　
会
　
福
　
祉
　
の
　
基
　
礎

医療福祉とマネジメント

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

社
　
会
　
福
　
祉
　
の
　
基
　
礎

医療福祉とマネジメント

社会福祉の原理と政策Ⅰ 社会福祉の原理と政策Ⅰ

社会福祉の原理と政策Ⅱ 社会福祉の原理と政策Ⅱ

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 地域福祉と包括的支援体制Ⅰ

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 地域福祉と包括的支援体制Ⅱ

薬理学 薬理学

社会の理解Ⅰ 社会の理解Ⅰ

社会の理解Ⅱ 社会の理解Ⅱ

社会保障Ⅰ 社会保障Ⅰ

社会保障Ⅱ 社会保障Ⅱ

保健医療と福祉 保健医療と福祉

医学概論 医学概論

国際医療福祉論 国際医療福祉論

公衆衛生学 公衆衛生学

認知症の理解Ⅰ 認知症の理解Ⅰ

認知症の理解Ⅱ 認知症の理解Ⅱ

障害の理解Ⅰ 障害の理解Ⅰ

障害の理解Ⅱ 障害の理解Ⅱ

コミュニケーション技術Ⅰ コミュニケーション技術Ⅰ

コミュニケーション技術Ⅱ コミュニケーション技術Ⅱ

医療ソーシャルワーク論 医療ソーシャルワーク論

ケアマネジメント論 ケアマネジメント論

リーダー論 リーダー論

リハビリテーション論 リハビリテーション論

（１）－① 授業科目表
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2前 1 1 2前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

－ 4 43 0 2 1 1 1 0 13 － 4 43 0 2 1 1 1 0 13

1前 2 1 1 1前 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

－ 6 13 0 3 1 0 1 0 1 － 6 13 0 3 1 0 1 0 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

－ 0 21 0 1 2 0 1 0 4 － 0 21 0 1 2 0 1 0 4

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 1 4後 2 1 1

4前 2 1 4前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 20 0 1 1 0 0 0 4 － 0 20 0 1 1 0 0 0 4

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

1後 4 1 1後 4 1

2後 4 1 2後 4 1

3後 4 1 3後 4 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 1 1 3前 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 4 1 3後 4 1

1後 1 2 1後 1 2

3後 1 2 3後 1 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 1 1 2後 1 1 1

2前 1 1 1 3 2前 1 1 1 3

4前 1 1 1 3 4前 1 1 1 3

2後 3 1 1 3 2後 3 1 1 3

3前 5 1 1 3 3前 5 1 1 3

4前 4 1 4前 4 1

4後 2 1 4後 2 1

4後 1 1 4後 1 1

4前 2 1 1 4前 2 1 1

4前 2 1 4前 2 1

－ 0 70 0 1 1 1 3 0 4 － 0 70 0 1 1 1 3 0 4

3後 2 1 3後 2 1

4後 2 2 4後 2 2

4前 2 1 4前 2 1

3前 2 2 3前 2 2

4後 2 1 4後 2 1

2 8 0 2 0 0 0 0 1 2 8 0 2 0 0 0 0 1

1通 2 3 1 4 1通 2 3 1 4

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

社
　
会
　
福
　
祉
　
の
　
基
　
礎

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

社
　
会
　
福
　
祉
　
の
　
基
　
礎

ICFの理解 ICFの理解

福祉用具と福祉機器 福祉用具と福祉機器

小計（26科目） 小計（26科目）

経
　
営
　
の
　
基
　
礎

医療のしくみ

経
　
営
　
の
　
基
　
礎

医療のしくみ

地域医療連携とチーム医療 地域医療連携とチーム医療

地域活性化と地域医療 地域活性化と地域医療

統計解析 統計解析

会計学Ⅰ 会計学Ⅰ

簿記 簿記

経営戦略 経営戦略

経営分析論 経営分析論

福祉サービスの組織と経営 福祉サービスの組織と経営

介護施設経営 介護施設経営

小計（10科目） 小計（10科目）

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論

医療経済学

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論

医療経済学

医療流通システム論 医療流通システム論

医療マーケティング 医療マーケティング

原価計算 原価計算

会計学Ⅱ 会計学Ⅱ

監査論 監査論

医療経営戦略 医療経営戦略

組織心理学 組織心理学

経営管理論 経営管理論

人的資源管理論 人的資源管理論

企業法務 企業法務

小計（11科目） 小計（11科目）

医
 
療
 
管
 
理
 
と
 
実
 
務

医療管理総論

医
 
療
 
管
 
理
 
と
 
実
 
務

医療管理総論

医療管理各論Ⅰ 医療管理各論Ⅰ

医療管理各論Ⅱ 医療管理各論Ⅱ

医療管理各論Ⅲ 医療管理各論Ⅲ

医療関連法規 医療関連法規

医療安全・臨床倫理 医療安全・臨床倫理

秘書学 秘書学

文書作成技術 文書作成技術

診療報酬請求事務Ⅰ 診療報酬請求事務Ⅰ

診療報酬請求事務Ⅱ 診療報酬請求事務Ⅱ

小計（10科目） 小計（10科目）

介
　
 
 
護
　
 
 
福
　
 
 
祉

発達と老化の理解Ⅰ

介
　
 
 
護
　
 
 
福
　
 
 
祉

発達と老化の理解Ⅰ

発達と老化の理解Ⅱ 発達と老化の理解Ⅱ

こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅠ

こころとからだのしくみⅡ こころとからだのしくみⅡ

介護の基本Ⅰ 介護の基本Ⅰ

介護の基本Ⅱ 介護の基本Ⅱ

介護の基本Ⅲ 介護の基本Ⅲ

介護過程Ⅰ 介護過程Ⅰ

介護過程Ⅱ 介護過程Ⅱ

介護過程Ⅲ 介護過程Ⅲ

生活支援技術ⅠA 生活支援技術ⅠA

生活支援技術ⅠB 生活支援技術ⅠB

生活支援技術ⅡA 生活支援技術ⅡA

生活支援技術ⅡB 生活支援技術ⅡB

生活支援技術ⅢA 生活支援技術ⅢA

生活支援技術ⅢB 生活支援技術ⅢB

介護総合演習ⅠA 介護総合演習ⅠA

介護総合演習ⅠB 介護総合演習ⅠB

介護総合演習ⅡA 介護総合演習ⅡA

介護総合演習ⅡB 介護総合演習ⅡB

介護実習Ⅰ型基礎 介護実習Ⅰ型基礎

介護実習Ⅰ型応用 介護実習Ⅰ型応用

介護実習Ⅱ型基礎 介護実習Ⅱ型基礎

介護実習Ⅱ型応用 介護実習Ⅱ型応用

医療的ケアⅠ 医療的ケアⅠ

医療的ケアⅡ 医療的ケアⅡ

医療的ケアⅢ 医療的ケアⅢ

認知症ケア論 認知症ケア論

介護報酬請求事務 介護報酬請求事務

小計（29科目） 小計（29科目）

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事業構想論 地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事業構想論

持続可能社会と地域医療福祉経営 持続可能社会と地域医療福祉経営

サービス産業論 サービス産業論

地域連携実践 地域連携実践

ソーシャル・ビジネス ソーシャル・ビジネス

小計（5科目） 小計（5科目）

総
合
科
目

基礎演習

総
合
科
目

基礎演習
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3通 2 6 3 1 1 3通 2 6 3 1 1

4通 2 6 3 1 1 4通 2 6 3 1 1

4通 4 6 3 1 1 4通 4 6 3 1 1

6 4 0 6 3 1 4 0 6 4 0 6 3 1 4 0

- 30 224 0 6 3 1 4 0 37 - 30 224 0 6 3 1 4 0 37

【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

1前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 1 1

1後 1 1

1前 2 1

1後 2 1

1後 1 1

－ 0 19 0 1 1 0 0 0 5

1後 1 1

2前 1 1

1後 1 1

1前 1 1

2前 2 1

1後 2 2

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

3前 2 1

－ 6 14 0 5 1 0 0 0 3

1後 1 1

1後 1 1

1前 2 1

2前 2 1

－ 2 4 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

1後 2 1

－ 4 8 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 1 1 2

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 1 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

1後 2 1

3後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 1 1

2前 1 1

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

総
合
科
目

総
合
科
目

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

卒業研究 卒業研究

小計（4科目） 小計（4科目）

合計（128科目） 合計（128科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

必修科目30単位、基礎教育科目の選択科目から12単位以上、専門基礎教育科目の選
択科目から30単位以上、専門教育科目の選択科目から52単位以上を修得し、124単位
以上修得すること。
（履修科目の登録の上限45単位（年間）)

必修科目30単位、基礎教育科目の選択科目から12単位以上、専門基礎教育科目の選択
科目から30単位以上、専門教育科目の選択科目から52単位以上を修得し、124単位以上
修得すること。
（履修科目の登録の上限45単位（年間）)

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
と
文
化

人間関係とコミュニケーションⅠ

人間関係とコミュニケーションⅡ

人間の尊厳と自立

倫理学

文化人類学

教育学

文学

北海道史

心理学と心理的支援

発達心理学

ボランティア活動

（小計11科目）

人
間
と
社
会

法学入門

政治学入門

経済学入門

経営学入門

行政法

マーケティング入門

統計学

情報科学

会計学入門

簿記入門

社会学と社会システム

家族社会学

（小計12科目）

健
康
科
学

生活科学

環境科学

健康とスポーツⅠ

健康とスポーツⅡ

（小計4科目）

語
　
学

日本語表現

英語Ⅰ(基礎）

英語Ⅱ(実践基礎）

英語Ⅲ（実践応用）

中国語

韓国語

小計（6科目）

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

社
　
会
　
福
　
祉
　
の
　
基
　
礎

医療福祉とマネジメント

社会福祉の原理と政策Ⅰ

社会福祉の原理と政策Ⅱ

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ

薬理学

社会の理解Ⅰ

社会の理解Ⅱ

社会保障Ⅰ

社会保障Ⅱ

保健医療と福祉

医学概論

国際医療福祉論

公衆衛生学

認知症の理解Ⅰ

認知症の理解Ⅱ

障害の理解Ⅰ

障害の理解Ⅱ

コミュニケーション技術Ⅰ

コミュニケーション技術Ⅱ
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3前 2 1

3後 2 1

4前 2 1

2前 2 3

2前 1 1

4前 1 1

－ 4 43 0 2 1 1 1 0 13

1前 2 1 1

3前 2 1

3前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2後 1 1

3前 2 1

3後 2 1

4前 2 1

－ 6 13 0 3 1 0 1 0 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

4前 1 1

4前 2 1

4後 2 1

4前 2 1

4後 2 1

－ 0 21 0 1 2 0 1 0 4

2後 2 1

3前 2 1

4前 2 1

4後 2 1 1

4前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

－ 0 20 0 1 1 0 0 0 4

3前 2 1

3後 2 1

2前 4 1

2後 4 1

1後 4 1

2後 4 1

3後 4 1

1後 2 1

2前 2 1

3前 1 1

1前 2 1

1後 2 1

2前 4 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 4 1

1後 1 2

3後 1 2

2前 1 2

2後 1 1 1

2前 1 1 1 3

4前 1 1 1 3

2後 3 1 1 3

3前 5 1 1 3

4前 4 1

4後 2 1

4後 1 1

4前 2 1 1

4前 2 1

－ 0 70 0 1 1 1 3 0 4

3後 2 1

4後 2 2

4前 2 1

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

社
　
会
　
福
　
祉
　
の
　
基
　
礎

医療ソーシャルワーク論

ケアマネジメント論

リーダー論

リハビリテーション論

ICFの理解

福祉用具と福祉機器

小計（26科目）

経
　
営
　
の
　
基
　
礎

医療のしくみ

地域医療連携とチーム医療

地域活性化と地域医療

統計解析

会計学Ⅰ

簿記

経営戦略

経営分析論

福祉サービスの組織と経営

介護施設経営

小計（10科目）

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論

医療経済学

医療流通システム論

医療マーケティング

原価計算

会計学Ⅱ

監査論

医療経営戦略

組織心理学

経営管理論

人的資源管理論

企業法務

小計（11科目）

医
 
療
 
管
 
理
 
と
 
実
 
務

医療管理総論

医療管理各論Ⅰ

医療管理各論Ⅱ

医療管理各論Ⅲ

医療関連法規

医療安全・臨床倫理

秘書学

文書作成技術

診療報酬請求事務Ⅰ

診療報酬請求事務Ⅱ

小計（10科目）

介
　
 
 
護
　
 
 
福
　
 
 
祉

発達と老化の理解Ⅰ

発達と老化の理解Ⅱ

こころとからだのしくみⅠ

こころとからだのしくみⅡ

介護の基本Ⅰ

介護の基本Ⅱ

介護の基本Ⅲ

介護過程Ⅰ

介護過程Ⅱ

介護過程Ⅲ

生活支援技術ⅠA

生活支援技術ⅠB

生活支援技術ⅡA

生活支援技術ⅡB

生活支援技術ⅢA

生活支援技術ⅢB

介護総合演習ⅠA

介護総合演習ⅠB

介護総合演習ⅡA

介護総合演習ⅡB

介護実習Ⅰ型基礎

介護実習Ⅰ型応用

介護実習Ⅱ型基礎

介護実習Ⅱ型応用

医療的ケアⅠ

医療的ケアⅡ

医療的ケアⅢ

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事業構想論

持続可能社会と地域医療福祉経営

サービス産業論

認知症ケア論

介護報酬請求事務

小計（29科目）
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3前 2 2

4後 2 1

2 8 0 2 0 0 0 0 1

1通 2 3 1 4

3通 2 6 3 1 1

4通 2 6 3 1 1

4通 4 6 3 1 1

6 4 0 6 3 1 4 0

- 30 224 0 6 3 1 4 0 37

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和４年度開設であれば令和３年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧シートを分けてご作成ください。

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地域連携実践

ソーシャル・ビジネス

小計（5科目）

合計（128科目）

卒業要件及び履修方法

必修科目30単位、基礎教育科目の選択科目から12単位以上、専門基礎教育科目の選
択科目から30単位以上、専門教育科目の選択科目から52単位以上を修得し、124単位
以上修得すること。
（履修科目の登録の上限45単位（年間）)

総
合
科
目

基礎演習

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業研究

小計（4科目）

12



【令和４年度】

【令和５年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和４年度開設であれば令和３年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

　　　　 　　　　

特になし。

　　　　
　　　　

・認可時の附帯項目（遵守事項）により、「経営管理論」の配当年次を「4後」から「3後」に変更。
・認可時の附帯項目（遵守事項）により、「人的資源管理論」の配当年次を「4前」から「3前」に変更。
・認可時の附帯項目（遵守事項）により、「持続可能社会と地域医療福祉経営」の配当年次を「4後」から「3後」に変更。
・認可時の附帯項目（遵守事項）により、「ソーシャル・ビジネス」の配当年次を「4後」から「3後」に変更。

　　　　
　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

13



科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 自由選択計（Ａ） 必修

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

0 128

[　　0　　] [　　0　　] [　　0　　] [　　0　　]

11216 112 0

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

16128
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

該当なし

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

15



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

128

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

大学全体

真栄キャンパス

真栄キャンパス

真栄キャンパス

視聴覚設置予定資料に
品切絶版あり

(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（５）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

0㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

328㎡

9,790㎡

0㎡ 0㎡

完成年度

97席

（1〔1〕） （140） （0）

収 納 可 能 冊 数

141 0 0

（0） （0）（140）

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（1〔1〕）

660㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度 完成年度

　

図
書
・
設
備

(５)

計
18〔4〕　

種

総合福祉学部

4,320〔170〕　

機械・器具

141 0

講　義　室

20室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（10,202〔556〕） （20〔4〕）

25室

9,790㎡ 0㎡

4,320〔170〕　

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

0〔0〕　

0〔0〕　

（20〔4〕）

0㎡

点点

75,039㎡

0㎡

4室

23,798千円

1,000千円 ―

300千円

設備購入費

図書購入費

1,000千円

300千円

22,900冊

標　　本

0

点

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 寄付金、私立大学等経常費補助金　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 3,000千円 3,000千円 0千円

第６年次

45,016千円 0千円

0千円 0千円

開設年度

―

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,300千円 1,000千円

第４年次 第５年次

（10,202〔556〕）

75,039㎡

語学学習施設

（補助職員　　0人）

情報処理室と共用

情報処理学習施設

1室

（補助職員　　0人）

（0）

0㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

0㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡ 50,089㎡

（　　　　　　0㎡）

75,039㎡ 0㎡

計

50,089㎡ 0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

75,039㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 65,249㎡65,249㎡

（　　　　　　0㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和５年５月１日現在の数値を記入してください。

大学全体

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

総合福祉学部　介護福祉マネジメント学科 室

冊

18〔4〕　

12

視聴覚資料
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大 学 の 名 称
平均入学定員
超過率0.7倍以
下の学科数

4
平均入学定員
超過率1.15倍
以上の学科数

3
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

4
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

保健医療学部 4 510 0 1700 - 0.96 - 1.00 - ― ―

　看護学科 4 150 0 550 学士
（看護学）

1.05 - 1.03 - 令和3 平成26 令和3年度より定員変更（+50）

　リハビリテーション学科 4 140 0 500
学士

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
学）

1.25 - 0.96 - 令和5 平成27 令和5年度より定員変更（+20）

理学療法学専攻 4 100 0 340
学士

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
学）

1.16 - 1.04 - 令和5 平成27 令和5年度より定員変更（+20）

作業療法学専攻 4 40 0 160
学士

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
学）

0.85 - 0.78 - ― 平成27

　診療放射線学科 4 100 0 350
学士

（診療放射線
学）

1.15 - 1.12 - 令和3 平成28 令和3年度より定員変更（+50）

　臨床検査学科 4 60 0 180
学士

（臨床検査
学）

1.11 - 1.09 - ― 令和3

　臨床工学科 4 60 0 120 学士
（臨床工学）

0.60 - 0.58 - ― 令和4

総合福祉学部 4 120 0 240 - 0.11 - 0.11 - ― 令和4

　介護福祉マネジメント学科 4 40 0 80
学士

（福祉経営
学）

0.15 - 0.15 - ― 令和4

　ソーシャルワーク学科 4 80 0 160
学士

（社会福祉
学）

0.09 - 0.09 - ― 令和4

通信教育部総合福祉学部
ソーシャルワーク学科 4 100

３年次
100

100
学士

（社会福祉
学）

0.68 - 0.68 - - 令和5

大学全体 4 730
３年次

100
2040 - 0.78 0.88 - - -

同上

同上

同上

北海道札幌市清田区
真栄434番地1

北海道札幌市清田区
真栄434番地1

-

４　既設大学等の状況

　日本医療大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員超過率

平均入学
定員超過率
（控除後）

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

備　　考所在地

同上

同上

同上

同上

北海道札幌市豊平区
月寒東3条11丁目1番50号

同上

同上
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】

５　教員組織の状況

＜総合福祉学部　介護福祉マネジメント学科＞

（１）ー① 担当教員表

専 教授

加藤　敏文
（71）

＜令和4年4月＞
修士（経営学）

専 教授

加藤　敏文
（72）

＜令和4年4月＞
修士（経営学）

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

教授

林　美枝子
（66）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

文化人類学
北海道史
社会学と社会システム
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

文化人類学
北海道史
社会学と社会システム
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

文化人類学
北海道史
社会学と社会システム
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専 教授

石黒　匡人
（63）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

専
教授

石黒　匡人
（64）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

専
教授

石黒　匡人
（65）

＜令和4年4月＞
博士（法学）

法学入門
行政法
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

法学入門
行政法
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

法学入門
行政法
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専 教授

林　美枝子
（64）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

専 教授

林　美枝子
（65）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

専

専 教授

伊藤　　一
（61）

＜令和4年4月＞
Ph.D.

専 教授

伊藤　　一
（62）

＜令和4年4月＞
Ph.D.

専 教授

伊藤　　一
（63）

＜令和4年4月＞
Ph.D.

経営学入門
マーケティング入門※
医療福祉とマネジメント※
地域活性化と地域医療
医療流通システム論
医療マーケティング
持続可能社会と地域医療福祉経
営※
地域連携実践
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

経営学入門
マーケティング入門※
医療福祉とマネジメント※
地域活性化と地域医療
医療流通システム論
医療マーケティング
持続可能社会と地域医療福祉
経営※
地域連携実践
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

経営学入門
マーケティング入門※
医療福祉とマネジメント※
地域活性化と地域医療
医療流通システム論
医療マーケティング
持続可能社会と地域医療福祉
経営※
地域連携実践
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

加藤　敏文
（73）

＜令和4年4月＞
修士（経営学）

マーケティング入門※
事業構想論
持続可能社会と地域医療福祉経
営※
サービス産業論
地域連携実践
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

マーケティング入門※
事業構想論
持続可能社会と地域医療福祉
経営※
サービス産業論
地域連携実践
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

マーケティング入門※
事業構想論
持続可能社会と地域医療福祉
経営※
サービス産業論
地域連携実践
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専 教授

志渡　晃一
（66）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

専 教授

志渡　晃一
（67）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

専 教授

志渡　晃一
（68）

＜令和4年4月＞
博士（医学）

統計学
情報科学
公衆衛生学
統計解析
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

統計学
情報科学
公衆衛生学
統計解析
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

統計学
情報科学
公衆衛生学
統計解析
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

照井　レナ
（51）

＜令和4年4月＞
修士（看護学）

専 教授

照井　レナ
（52）

＜令和4年4月＞
修士（看護学）

専 教授

照井　レナ
（53）

＜令和4年4月＞
修士（看護学）

医療のしくみ※
地域医療連携とチーム医療
医療管理各論Ⅰ
医療管理各論Ⅲ
こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ
認知症ケア論※
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

医療のしくみ※
地域医療連携とチーム医療
医療管理各論Ⅰ
医療管理各論Ⅲ
こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ
認知症ケア論※
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

医療のしくみ※
地域医療連携とチーム医療
医療管理各論Ⅰ
医療管理各論Ⅲ
こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ
認知症ケア論※
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専
准教
授

相馬　幸恵
（57）

＜令和4年4月＞
博士(経営学)

専
准教
授

教員審査中
（小野寺　美希子）

専
准教
授

小野寺　美希子
（53）

＜令和5年4月＞
博士（経営学）

組織心理学
人的資源管理論
医療管理総論
医療管理各論Ⅲ
医療安全・臨床倫理
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

組織心理学
人的資源管理論
医療管理総論
医療管理各論Ⅲ
医療安全・臨床倫理
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

組織心理学
人的資源管理論
医療管理総論
医療管理各論Ⅲ
医療安全・臨床倫理
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専
准教
授

平野　啓介
（46）

＜令和4年4月＞
修士（臨床福祉学）

専
准教
授

平野　啓介
（47）

＜令和4年4月＞
修士（臨床福祉学）

専
准教
授

平野　啓介
（48）

＜令和4年4月＞
修士（臨床福祉学）

人間関係とコミュニケーション
Ⅰ
人間関係とコミュニケーション
Ⅱ
医療福祉とマネジメント※
社会の理解Ⅰ
社会の理解Ⅱ
リーダー論
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

人間関係とコミュニケーショ
ンⅠ
人間関係とコミュニケーショ
ンⅡ
医療福祉とマネジメント※
社会の理解Ⅰ
社会の理解Ⅱ
リーダー論
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

人間関係とコミュニケーショ
ンⅠ
人間関係とコミュニケーショ
ンⅡ
医療福祉とマネジメント※
社会の理解Ⅰ
社会の理解Ⅱ
リーダー論
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専
准教
授

塚辺　博崇
（43）

＜令和4年4月＞
修士(会計)(専門職)

専
准教
授

塚辺　博崇
（44）

＜令和4年4月＞
修士(会計)(専門職)

専
准教
授

塚辺　博崇
（45）

＜令和4年4月＞
修士(会計)(専門職)

会計学入門
簿記入門
会計学Ⅰ
簿記
会計学Ⅱ
監査論
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

会計学入門
簿記入門
会計学Ⅰ
簿記
会計学Ⅱ
監査論
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

会計学入門
簿記入門
会計学Ⅰ
簿記
会計学Ⅱ
監査論
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 講師

佐藤　恵
（60）

＜令和4年4月＞
修士（人間学）

専 講師

佐藤　恵
（61）

＜令和4年4月＞
修士（人間学）

専 講師

佐藤　恵
（62）

＜令和4年4月＞
修士（人間学）

認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ
介護過程Ⅰ
介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ
介護総合演習ⅡB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
認知症ケア論※
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ
介護過程Ⅰ
介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ
介護総合演習ⅡB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
認知症ケア論※
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ
介護過程Ⅰ
介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ
介護総合演習ⅡB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
認知症ケア論※
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

専 助教

織田　なおみ
（53）

＜令和4年4月＞
修士（臨床福祉学）

専 助教

織田　なおみ
（54）

＜令和4年4月＞
修士（臨床福祉学）

専 助教

織田　なおみ
（55）

＜令和4年4月＞
修士（臨床福祉学）

介護の基本Ⅰ
生活支援技術ⅠA
生活支援技術ⅠB
生活支援技術ⅡA
生活支援技術ⅡB
介護総合演習ⅠA
介護総合演習ⅡA
介護総合演習ⅡB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

介護の基本Ⅰ
生活支援技術ⅠA
生活支援技術ⅠB
生活支援技術ⅡA
生活支援技術ⅡB
介護総合演習ⅠA
介護総合演習ⅡA
介護総合演習ⅡB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

介護の基本Ⅰ
生活支援技術ⅠA
生活支援技術ⅠB
生活支援技術ⅡA
生活支援技術ⅡB
介護総合演習ⅠA
介護総合演習ⅡA
介護総合演習ⅡB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

専 助教

高橋　真紀
（51）

＜令和6年4月＞
修士（臨床福祉学）

専 助教

高橋　真紀
（52）

＜令和6年4月＞
修士（臨床福祉学）

専 助教

高橋　真紀
（53）

＜令和6年4月＞
修士（臨床福祉学）

介護の基本Ⅲ
生活支援技術ⅢA
生活支援技術ⅢB
介護総合演習ⅠB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

介護の基本Ⅲ
生活支援技術ⅢA
生活支援技術ⅢB
介護総合演習ⅠB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

介護の基本Ⅲ
生活支援技術ⅢA
生活支援技術ⅢB
介護総合演習ⅠB
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

専 助教

坂野　大樹
（38）

＜令和4年4月＞
修士（経営管理）（専門職）

専 助教

坂野　大樹
（39）

＜令和4年4月＞
修士（経営管理）（専門職）

専 助教

坂野　大樹
（40）

＜令和4年4月＞
修士（経営管理）（専門職）

医療のしくみ※
経営戦略
経営分析論
医療経営戦略
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ

医療のしくみ※
経営戦略
経営分析論
医療経営戦略
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ

医療のしくみ※
経営戦略
経営分析論
医療経営戦略
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 助教

高橋　銀司
（34）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

専 助教

高橋　銀司
（35）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

専 助教

高橋　銀司
（36）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

障害の理解Ⅰ
障害の理解Ⅱ
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
介護の基本Ⅱ
介護総合演習ⅠA
介護総合演習ⅠB
介護総合演習ⅡA
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

障害の理解Ⅰ
障害の理解Ⅱ
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
介護の基本Ⅱ
介護総合演習ⅠA
介護総合演習ⅠB
介護総合演習ⅡA
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

障害の理解Ⅰ
障害の理解Ⅱ
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
介護の基本Ⅱ
介護総合演習ⅠA
介護総合演習ⅠB
介護総合演習ⅡA
介護実習Ⅰ型基礎
介護実習Ⅰ型応用
介護実習Ⅱ型基礎
介護実習Ⅱ型応用
基礎演習

専
准教
授

小野寺　美希子
（53）

＜令和5年4月＞
博士（経営学）

組織心理学
人的資源管理論
医療管理総論
医療管理各論Ⅲ
医療安全・臨床倫理
基礎演習
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
卒業研究

兼担 教授

原　　俊彦
(68)

＜令和6年4月＞
博士 （社会学）Ph.D

兼担 教授

原　　俊彦
(69)

＜令和6年4月＞
博士 （社会学）Ph.D

兼担 教授

原　　俊彦
(70)

＜令和6年4月＞
博士 （社会学）Ph.D

家族社会学
社会保障Ⅰ
社会保障Ⅱ

家族社会学
社会保障Ⅰ
社会保障Ⅱ

家族社会学
社会保障Ⅰ
社会保障Ⅱ

兼任 講師

原　　俊彦
(68)

＜令和5年4月＞
博士 （社会学）Ph.D

兼任 講師

原　　俊彦
(69)

＜令和5年4月＞
博士 （社会学）Ph.D

兼任 講師

原　　俊彦
(70)

＜令和5年4月＞
博士 （社会学）Ph.D

社会保障Ⅰ
社会保障Ⅱ

社会保障Ⅰ
社会保障Ⅱ

社会保障Ⅰ
社会保障Ⅱ

兼担 教授

笹岡　眞弓
(67)

＜令和4年4月＞
博士（社会福祉学）

兼担 教授

笹岡　眞弓
(68)

＜令和4年4月＞
博士（社会福祉学）

兼担 教授

笹岡　眞弓
(69)

＜令和4年4月＞
博士（社会福祉学）

医療福祉とマネジメント※
保健医療と福祉
医療ソーシャルワーク論

医療福祉とマネジメント※
保健医療と福祉
医療ソーシャルワーク論

医療福祉とマネジメント※
保健医療と福祉
医療ソーシャルワーク論

兼担 教授

鈴木　幸雄
（67）

＜令和4年4月＞
修士（社会学）

兼担 教授

鈴木　幸雄
（68）

＜令和4年4月＞
修士（社会学）

兼担 教授

鈴木　幸雄
（69）

＜令和4年4月＞
修士（社会学）

医療福祉とマネジメント※
社会福祉の原理と政策Ⅰ
社会福祉の原理と政策Ⅱ

医療福祉とマネジメント※
社会福祉の原理と政策Ⅰ
社会福祉の原理と政策Ⅱ

医療福祉とマネジメント※
社会福祉の原理と政策Ⅰ
社会福祉の原理と政策Ⅱ
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼担
准教
授

忍　正人
（58）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

兼担
准教
授

忍　正人
（59）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

兼担
准教
授

忍　正人
（60）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

ボランティア活動
地域福祉と包括的支援体制Ⅰ
福祉サービスの組織と経営
介護施設経営

ボランティア活動
地域福祉と包括的支援体制Ⅰ
福祉サービスの組織と経営
介護施設経営

ボランティア活動
地域福祉と包括的支援体制Ⅰ
福祉サービスの組織と経営
介護施設経営

兼担 講師

銭本　隆行
（52）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

兼担 講師

銭本　隆行
（53）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

兼担 講師

銭本　隆行
（54）

＜令和4年4月＞
修士（社会福祉学）

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ
国際医療福祉論

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ
国際医療福祉論

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ
国際医療福祉論

兼担 教授

島本　和明
（74）

＜令和4年4月＞
博士（医学)

兼担 教授

島本　和明
（75）

＜令和4年4月＞
博士（医学)

兼担 教授

島本　和明
（76）

＜令和4年4月＞
博士（医学)

医学概論 医学概論 医学概論

兼担 教授

宮本　篤
（66）

＜令和5年4月＞
博士（薬理学）

兼担 教授

宮本　篤
（67）

＜令和5年4月＞
博士（薬理学）

兼担 教授

宮本　篤
（68）

＜令和5年4月＞
博士（薬理学）

薬理学 薬理学 薬理学

兼担 教授

太田　誠
（62）

＜令和5年4月＞
修士（理学療法学）

兼担 教授

太田　誠
（63）

＜令和5年4月＞
修士（理学療法学）

兼担 教授

太田　誠
（64）

＜令和5年4月＞
修士（理学療法学）

 
リハビリテーション論※
 

 
リハビリテーション論※
 

 
リハビリテーション論※
 

兼担 教授

松本　真由美
（61）

＜令和4年4月＞
博士（心理学）

心理学と心理的支援
発達心理学

兼担 教授

向井　康詞
（59）

＜令和5年4月＞
修士（理学療法学）

兼担 教授

向井　康詞
（60）

＜令和5年4月＞
修士（理学療法学）

兼担 教授

向井　康詞
（61）

＜令和5年4月＞
修士（理学療法学）

リハビリテーション論※ リハビリテーション論※ リハビリテーション論※

兼担 講師

渡邉　美樹
（57）

＜令和7年4月＞
修士（看護学）

兼担 講師

渡邉　美樹
（58）

＜令和7年4月＞
修士（看護学）

兼担 講師

渡邉　美樹
（59）

＜令和7年4月＞
修士（看護学）

医療的ケアⅢ 医療的ケアⅢ 医療的ケアⅢ
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

大堀　具視
（54）

＜令和5年4月＞
修士（作業療法学）

兼担 教授

大堀　具視
（55）

＜令和5年4月＞
修士（作業療法学）

兼担 教授

大堀　具視
（56）

＜令和5年4月＞
修士（作業療法学）

リハビリテーション論※ リハビリテーション論※ リハビリテーション論※

兼担 教授

森口　眞衣
（47）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

兼担 教授

森口　眞衣
（48）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

人間の尊厳と自立
倫理学

人間の尊厳と自立

兼担 教授

山田　敦士
（44）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

兼担 教授

山田　敦士
（45）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

日本語表現
中国語

中国語

兼担 助教

新開谷　深
（45）

＜令和4年4月＞
修士（スポーツ科学）

兼担 助教

新開谷　深
（46）

＜令和5年4月＞
修士（スポーツ科学）

健康とスポーツⅠ
健康とスポーツⅡ

健康とスポーツⅡ

兼任 講師

藤井　博匡
（69）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

藤井　博匡
（70）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

藤井　博匡
（71）

＜令和4年4月＞
博士（工学）

環境科学 環境科学 環境科学

兼任 講師

宮森　芳子
（68）

＜令和4年4月＞
修士（農学）

兼任 講師

宮森　芳子
（69）

＜令和4年4月＞
修士（農学）

兼任 講師

宮森　芳子
（70）

＜令和4年4月＞
修士（農学）

生活科学 生活科学 生活科学

兼任 講師

清水　敏行
（63）

＜令和5年4月＞
博士（法学）

兼任 講師

清水　敏行
（64）

＜令和5年4月＞
博士（法学）

政治学入門 政治学入門

兼任 講師

竹内　美幸
（64）

＜令和7年4月＞
学士（看護学）

兼任 講師

竹内　美幸
（65）

＜令和7年4月＞
学士（看護学）

兼任 講師

竹内　美幸
（66）

＜令和7年4月＞
学士（看護学）

医療的ケアⅠ
医療的ケアⅡ

医療的ケアⅠ
医療的ケアⅡ

医療的ケアⅠ
医療的ケアⅡ
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

中村　健治
（59）

＜令和7年4月＞
学士（文学士）

兼任 講師

中村　健治
（60）

＜令和7年4月＞
学士（文学士）

兼任 講師

中村　健治
（61）

＜令和7年4月＞
学士（文学士）

福祉用具と福祉機器 福祉用具と福祉機器 福祉用具と福祉機器

兼任 講師

設楽　幸子
（59）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

兼任 講師

設楽　幸子
（60）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

兼任 講師

設楽　幸子
（61）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

秘書学
文章作成技術

秘書学
文章作成技術

秘書学
文章作成技術

兼任 講師

伊藤　勝規
（56）

＜令和5年4月＞
学士（社会学士）

兼任 講師

伊藤　勝規
（57）

＜令和5年4月＞
学士（社会学士）

兼任 講師

伊藤　勝規
（58）

＜令和5年4月＞
学士（社会学士）

ICFの理解 ICFの理解 ICFの理解

兼任 講師

千葉　安代
（51）

＜令和6年4月＞
学士（教養学）

兼任 講師

千葉　安代
（52）

＜令和6年4月＞
学士（教養学）

兼任 講師

千葉　安代
（53）

＜令和6年4月＞
学士（教養学）

発達と老化の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅱ

発達と老化の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅱ

発達と老化の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅱ

兼任 講師

木村　香里
（49）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

兼任 講師

木村　香里
（50）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

兼任 講師

木村　香里
（51）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

診療報酬請求事務Ⅰ
診療報酬請求事務Ⅱ

診療報酬請求事務Ⅰ
診療報酬請求事務Ⅱ

診療報酬請求事務Ⅰ
診療報酬請求事務Ⅱ

兼任 講師

太田　稔
（46）

＜令和7年4月＞
修士（経営管理）（専門職）

兼任 講師

太田　稔
（47）

＜令和6年4月＞
修士（経営管理）（専門職）

兼任 講師

太田　稔
（48）

＜令和6年4月＞
修士（経営管理）（専門職）

経営管理論
ソーシャル・ビジネス

経営管理論
ソーシャル・ビジネス

経営管理論
ソーシャル・ビジネス

兼任 講師

韓　　然善
（44）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

韓　　然善
（45）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

韓　　然善
（46）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

韓国語 韓国語 韓国語

兼任 講師

館山　将人
（40）

＜令和7年4月＞
学士（医療福祉学）

兼任 講師

館山　将人
（41）

＜令和7年4月＞
学士（医療福祉学）

兼任 講師

館山　将人
（42）

＜令和7年4月＞
学士（医療福祉学）

介護報酬請求事務 介護報酬請求事務 介護報酬請求事務
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

石垣　加奈子
（41）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

石垣　加奈子
（42）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

石垣　加奈子
（43）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

文学 文学 文学

兼任 講師

藤原　健佑
（40）

＜令和6年4月＞
博士（保険科学）

兼任 講師

藤原　健佑
（41）

＜令和6年4月＞
博士（保険科学）

兼任 講師

藤原　健佑
（42）

＜令和6年4月＞
博士（保険科学）

医療経済学 医療経済学 医療経済学

兼任 講師

山本　慎平
（38）

＜令和4年4月＞
博士（経済学）

兼任 講師

山本　慎平
（39）

＜令和4年4月＞
博士（経済学）

兼任 講師

山本　慎平
（40）

＜令和4年4月＞
博士（経済学）

経済学入門 経済学入門 経済学入門

兼任 講師

赤間　荘太
（37）

＜令和4年4月＞
修士（英文学）

兼任 講師

赤間　荘太
（38）

＜令和4年4月＞
修士（英文学）

英語Ⅰ（基礎）
英語Ⅱ（実践基礎）
英語Ⅲ（実践応用）

英語Ⅰ（基礎）
英語Ⅱ（実践基礎）
英語Ⅲ（実践応用）

兼任 講師

石田　ゆき
（35）

＜令和5年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

石田　ゆき
（36）

＜令和5年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

石田　ゆき
（37）

＜令和5年4月＞
修士（教育学）

教育学 教育学 教育学

兼任 講師

大内　高雄
（72）

＜令和6年4月＞
修士（社会福祉学）

兼任 講師

大内　高雄
（73）

＜令和6年4月＞
修士（社会福祉学）

兼任 講師

大内　高雄
（74）

＜令和6年4月＞
修士（社会福祉学）

ケアマネジメント論 ケアマネジメント論 ケアマネジメント論

兼任 講師

靏　日出郎
（69）

＜令和5年4月＞
商学（修士）

兼任 講師

靏　日出郎
（70）

＜令和5年4月＞
商学（修士）

兼任 講師

靏　日出郎
（71）

＜令和5年4月＞
商学（修士）

原価計算 原価計算 原価計算

兼任 講師

旗手　俊彦
（60）

＜令和7年4月＞
学術博士（法学）

兼任 講師

旗手　俊彦
（61）

＜令和7年4月＞
学術博士（法学）

兼任 講師

旗手　俊彦
（62）

＜令和7年4月＞
学術博士（法学）

医療関連法規 医療関連法規 医療関連法規
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

多木　誠一郎
（49）

＜令和7年4月＞
博士（学術）

兼任 講師

多木　誠一郎
（50）

＜令和7年4月＞
博士（学術）

兼任 講師

多木　誠一郎
（51）

＜令和7年4月＞
博士（学術）

企業法務 企業法務 企業法務

兼任 講師

佐瀬　雄治
（37）

＜令和7年4月＞
修士（保健科学）

兼任 講師

佐瀬　雄治
（38）

＜令和7年4月＞
修士（保健科学）

兼任 講師

佐瀬　雄治
（39）

＜令和7年4月＞
修士（保健科学）

医療管理各論Ⅱ 医療管理各論Ⅱ 医療管理各論Ⅱ

兼任 講師

渡邉　舞
（47）

＜令和4年4月＞
博士（社会福祉学）

兼任 講師

渡邉　舞
（48）

＜令和4年4月＞
博士（社会福祉学）

心理学と心理的支援
発達心理学

心理学と心理的支援
発達心理学

兼任 講師

水野　浩二
（69）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

水野　浩二
（70）

＜令和4年4月＞
博士（文学）

倫理学
倫理学
人間の尊厳と自立

兼任 講師

大川　良輔
（46）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

大川　良輔
（47）

＜令和4年4月＞
修士（文学）

日本語表現 日本語表現

兼任 講師

今　竜一
（38）

＜令和4年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

今　竜一
（40）

＜令和4年4月＞
修士（教育学）

健康とスポーツⅠ
健康とスポーツⅠ
健康とスポーツⅡ

兼任 講師

荻原　裕子
（55）

＜令和5年4月＞
学士（文学）

英語Ⅰ（基礎）
英語Ⅱ（実践基礎）
英語Ⅲ（実践応用）

兼任 講師

高杉　学志
（55）

＜令和5年4月＞
修士（法学）

政治学入門
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兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任、兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（令和４年度開設であれば令和３年度以前）の表は適宜削除してください。

兼任 講師

中村　真衣佳
（43）

＜令和5年4月＞
修士（文学）

中国語

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）
　　　　の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和４年度開設であれば令和３年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和４年度】
・相馬幸恵准教授就任辞退により、教員補充について、現在教員審査中。（小野寺　美希子）
・科目「心理学と心理的支援」「発達心理学」の担当を松本　真由美(兼担・教授)から渡邉　舞(兼任)に変更。
・科目「倫理学」の担当を森口　眞衣(兼担・教授)から水野　浩二(兼任)に変更。
・科目「日本語表現」の担当を山田　敦士(兼担・教授)から大川　良輔(兼任)に変更。
・科目「健康とスポーツⅠ」の担当を新開谷　深(兼担・助教)から今　竜一(兼任)に変更。
・森口　眞衣(兼担・教授)の就任時期を「令和4年4月」から「令和5年4月」に変更。
・山田　敦士(兼担・教授)の就任時期を「令和4年4月」から「令和5年4月」に変更。
・新開谷　深(兼担・助教)の就任時期を「令和4年4月」から「令和5年4月」に変更。

【令和５年度】
・令和５年４月小野寺　美希子准教授就任。令和４年5月教員審査済み。
・科目「人間の尊厳と自立」の担当を森口　眞衣(兼担・教授)から水野　浩二(兼任)に変更。
・科目「中国語」の担当を山田　敦士(兼担・教授)から中村　真衣佳(兼任)に変更。
・科目「健康とスポーツⅡ」の担当を新開谷　深(兼担・助教)から今　竜一(兼任)に変更。
・科目「英語Ⅰ（基礎）」「英語Ⅱ（実践基礎）」「英語Ⅲ（実践応用）」の担当を赤間　荘太(兼任)から荻原　裕子(兼任)に変更。
・科目「政治学」の担当を清水　敏行(兼任)から高杉　学志(兼任)に変更。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。
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（注）・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項

　　　　により算出される専任教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 3 5

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
3

= ％
13

23.07

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
14
14

= 100 ％

教　授 准教授 講　師 助　教

　（２）－②　専任教員等数【大学・高専】

計
（Ｄ）

6 3

歳 名 名

年齢構成

1

　（２）－③　年齢構成

1 4 14
6 3

［0］ ［0］ ［0］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（2）

10 5

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］

6 3 1 4 14

［0］ ［0］

6 3 1 4 14

（6） （1）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= - ％
0

［0］

0

［0］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（3） （12）

3 13

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任した教員数

0自由

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

②の合計数（b）

0

選択

③の合計数（c）

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号

必修

科目

後任補充状況担当予定科目

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

選択

③

選択

選択

③

③

後任補充状況

卒業研究

必修 ③

選択

必修

選択 医療安全・臨床倫理

基礎演習

選択

専門演習Ⅱ

0

就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

人的資源管理論

職　位 専任教員氏名

9

0

00

0 科目

0 科目

0 科目 計

0 選択 0

0 自由 0

組織心理学

医療管理総論

0 人

計

0 選択

0

0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

9

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

1

該当なし

計

必修 0

計

選択

自由

科目

１ 准教授 相馬　幸恵 R4.1

自由自由

計 計計

選択

科目
人

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

R4.1  現在所属の保健医療学部看護学科に残
留のため就任辞退（4）

必修 専門演習Ⅰ ③

医療管理各論Ⅲ

③

③

③

③

①の合計数（a）

必修0

科目

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

辞任等の理由

0

必修

6

3

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修

選択

必修

選択

自由自由 0

6 0

0必修 3
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

　　　・　令和５年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

1 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 7.14 ％
1
14

自由 0 科目 自由 0 自由

選択 6

3

選択

必修

科目 選択

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）合計（Ｄ）＋（Ｆ）

－ 人

6

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 3 科目 必修

　（３）－⑤　令和４年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

辞任等した教員数

0

0 選択

必修

9

自由 0

計 9 科目 計 0 計 0

0

計

0
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修

合計

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

後任の教員が確定次第、オリエンテーション及び本学ポータルサイトにて学生へ周知予定。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和４年）

認　可　時

（令和４年）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

本学科の設置の趣旨と
して「ソーシャルワー
クについての理解を有
した介護福祉士」の養
成を目指す旨記載があ
るが、どの授業科目の
履修等を通じて当該人
材に求められる能力等
が涵養されるかが必ず
しも明らかでない。学
生が各授業科目の目的
等をあらかじめ理解
し、本学科が目指す各
授業科目の教育効果を
達成する観点からも、
オリエンテーションや
ガイダンス、シラバス
の記載内容への工夫や
周知等を通じて学生が
理解できるようにする
ことが望ましい。

【認可】
助言事項

履行済

　学部の英語名称につ
いて、学部の目的が
ソーシャルワークにと
どまらない内容である
ことに鑑み、国際通用
性の観点から、「Ｓ
ocial Work」ではな
く、「Social
Welfare」を用いるこ
とが望ましい。

【認可】
助言事項

履行済

履　行　状　況

4月4日新入生ガイダンスにおい
て、上記附帯事項に関する視点、
「ソーシャルワークについての理
解を有した介護福祉士」に求めら
れる能力についての概要を、「人
間関係とコミュニケーションⅠ」
「人間関係とコミュニケーション
Ⅱ」「医療福祉とマネジメント」
「社会の理解Ⅰ」の科目にて説明
する旨を紹介する。
本学部の中心的科目であり、本学
科並びにソーシャルワーク学科の
教員も担当する前期科目「医療福
祉とマネジメント」にて、当該視
点を解説し、さらに介護福祉分野
の教員が担当する「人間関係とコ
ミュニケーションⅠ」（前期開
講）、「人間関係とコミュニケー
ションⅡ」（後期開講）、「社会
の理解Ⅰ」（前期開講）科目に
て、詳細に、ソーシャルワークに
ついての理解を有するよう、説
明・周知をしていく。
「（４）（５）」

「Social Work」ではなく、
「Social Welfare」を用いること
が望ましいとの助言を受け、多く
の専門的な研究者の意見も交え検
討を行った結果、本学部の英語名
称は「Social Work」を用いること
とする。
他大学ではSocial Workよりは
Social Welfareの表記が多いこと
は承知しており、国際通用性の観
点からのご指摘は重要だと考えて
いるが、一方でわが国の公的な大
学として最初に設立された日本社
会事業大学の英文表記は、Japan
College of Social Work　であり
コロンビア大学などの表記につい
ても考慮致し、上記の結論に至っ
た。
「（４）（５）」
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認　可　時

（令和４年）

認　可　時

（令和４年）

【認可】
助言事項

履行中

「基礎教育科目」区分
を構成する授業科目の
多くが文化、経済、語
学等に関する授業科目
となっているが、本科
目区分が「基礎的な知
識と豊かな人格を涵養
すること」を念頭に設
けられていることに鑑
み、数学や理科系科目
等を充実させることが
望ましい。

AC期間中については、既存の授業
科目の中で、数学等の基礎知識を
深めるよう、授業内容の工夫に努
める。今年度では、前期開講の
「統計学」において、高校の数学
の基礎的知識の復習を織り込んだ
講義内容としており、さらに後期
開講の「マーケティング入門」に
おいて、市場調査の回で基礎統計
を解説し、調査法を実践させる。
　また、AC期間終了後に数学や理
系科目等の授業科目を新たに追加
するなどの検討を行う予定であ
る。
「（４）（５）」

AC期間中については、既存の授業
科目の中で、数学等の基礎知識を
深めるよう、授業内容の工夫に努
める。１年次では、前期開講の
「統計学」において、高校の数学
の基礎的知識の復習を織り込んだ
講義内容としており、さらに後期
開講の「マーケティング入門」に
おいて、市場調査の回で基礎統計
を解説し、調査法を実践させる。
さらに入学時にプレイスメントテ
ストを実施して、その後の数学・
理科系科目の補充授業（リメディ
アル教育講座）を開催し、講座開
設後は希望者の履修を促進する。

教育内容に合致するようシラバス
等を変更した。具体的には「医療
のしくみ」のシラバスにある授業
の概要の1行目と5行目を以下のよ
うに修正し、社会福祉の観点から
の教育内容を明確にした。赤字が
修正部分。
（1行目）～それらと関連する介
護・福祉連携のしくみを含む医療
政策、～
（5行目）～さらには、医療と介
護・福祉の相違と共通点、専門職
の役割等～
なお、次年度以降の開講科目は、
年度進行に合わせて科目名称等を
含めて変更する予定である。
　次に「医療福祉とマネジメン
ト」においては、授業概要が「少
子高齢化と過疎化の進展による医
療機関や福祉施設の患者・利用者
数の減少に加え、ニーズの多様化
や専門職人材の確保の難しさが
年々進んでいる。さらに新たに出
現した感染症の影響により、医療
機関や福祉施設の経営・管理は困
難な局面にさらされている。こう
した困難な局面に柔軟に対応して
いくためには、医療や福祉の基礎
知識に加え、医療機関や福祉施設
の運営・管理に携わる専門多職種
との連携、マネジメント能力が必
要である。
本科目では医療機関や福祉施設の
専門職人材の理解と、運営・管理
のあり方をふまえたマネジメント
について学修する。」という内容
である。さらに本学科担当の本学
科の教員の担当回に関しても、医
療関連企業および介護福祉施設を
対象としている旨のシラバス表記
もあり、指摘の「医学・医療の観
点からの教育内容であるとの誤解
が生じる」ことはないと考える。
次年度以降の開講科目について
は、年度進行に合わせて、シラバ
スの内容変更や科目名称等を含め
て対応を検討する予定である。
「（４）（５）」

「医療」を科目名称に
含む複数の授業科目の
教育内容に係る説明に
ついて、医学・医療の
観点からの教育内容で
あるとの誤解が生じる
懸念があることから、
それらの該当科目が社
会福祉の観点を主体と
した教育内容であるこ
とをシラバス等で明確
にするとともに、必要
に応じて教育内容に合
致した科目名称に改め

ること。

教育内容に合致するようシラバス
等を変更した。具体的には「医療
のしくみ」のシラバスにある授業
の概要の1行目と5行目を以下のよ
うに修正し、社会福祉の観点から
の教育内容を明確にした。赤字が
修正部分。
（1行目）～それらと関連する介
護・福祉連携のしくみを含む医療
政策、～
（5行目）～さらには、医療と介
護・福祉の相違と共通点、専門職
の役割等～
なお、次年度以降の開講科目は、
年度進行に合わせて科目名称等を
含めて変更する予定である。
　次に「医療福祉とマネジメン
ト」においては、授業概要が「少
子高齢化と過疎化の進展による医
療機関や福祉施設の患者・利用者
数の減少に加え、ニーズの多様化
や専門職人材の確保の難しさが
年々進んでいる。さらに新たに出
現した感染症の影響により、医療
機関や福祉施設の経営・管理は困
難な局面にさらされている。こう
した困難な局面に柔軟に対応して
いくためには、医療や福祉の基礎
知識に加え、医療機関や福祉施設
の運営・管理に携わる専門多職種
との連携、マネジメント能力が必
要である。
　2年次開講科目「医療管理総論」
のシラバスの授業概要にて以下の
ように修正した。
（3行目）　一般的な経営管理論か
ら医療・介護・福祉のマネジメン
トに関連する経営理論
（4行目）　医療・介護・福祉組織
の提供するサービス財の価値
<6行目）　医療・介護・福祉経営
の視点で期待されるマネジメント
の・・・
に変更した。また各回の内容につ
いても適宜修正し実施する。

【認可】
遵守事項

履行中
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認　可　時

（令和４年）

認　可　時

本学の学生募集活動では、受験対
象者のアプローチである、①資料
請求、②進学相談会での出会い、
③オープンキャンパス等のイベン
トへの参加、という一連の流れを
重視している。
　特に、③については、本学の過
去4年間のデータから、「イベント
の参加」率が出願率と正の相関関
係がある。特に9月以降の参加者
は、6月・7月のオープンキャンパ
スの参加歴があることから、導入
時期の6月・7月のオープンキャン
パスでは参加者の満足度を高める
企画として近接の介護施設での介
護現場を見学、体験させる取り組
みを実施している。これら体験等
で“介護マネジメント”への関心
を持たせたうえで、リピートする
参加者に対して入試対策に繋がる
「小論文対策講座」や「面接対策
講座」を9月以降に実施する。
【オープンキャンパス等のイベン
ト実施について】
１．本学最大の特徴である大学に
隣接する日本医療大学病院や介
護・福祉施設を活用し、オープン
キャンパス等のイベントプログラ
ムでは、「目指す職業を体験・見
学する」と題して、医療職・介護
職のイメージを明確化できるよう
病院および介護施設スタッフと連
携し、見学・体験企画を実施す
る。【実施時期6月・7月】
２．オープンキャンパス等に参加
する高校生の身近な存在である、
オープンキャンパス学生サポー
ターの協力を得ながら、高校生の
「知りたいことを解決する」と題
して、学生サポーター主催の「な
んでも個別相談会」を企画し、参
加者の満足度を高めるよう特別企
画を実施する。【実施時期6月～10
月】
３．毎回開催している学科紹介で
は、学科の概要・特徴に加えて、
通学時のスクールバス紹介や入学
者受け入れ方針等を丁寧に説明す
る。
【入学者選抜について】
１．競合大学が実施していない、
「学校推薦型選抜（公募後期）」
および「総合型選抜（後期）」実
施する。【実施時期12月・3月】
２．学校推薦型選抜（指定校）の
対象高校を北海道全域に拡大し、
きめ細かな高校訪問を継続的に実
施する。【実施時期5月～10月を中
心に通年】
３．学校推薦型選抜（指定校）の
入学者に入学金免除を行い、経済
的負担を軽減する。また、上位合
格者を対象とした特待生選抜を実
施し、優秀な学生確保と経済的負
担を軽減する。【実施時期10～12
月】
上記に加え、
これまで以上に継続的な高校訪問
を実施し、高校との信頼関係を構
築する。また、就職先として予定
している高齢者施設等も訪問し、
本学科の認知拡大を図る。【実施
時期5月～3月】
４．本学独自のファミリーサポー
ト制度（入学金免除）を改めて周
知徹底する。【実施時期4月～3
月】

５．２．一般選抜および大学入学
共通テストに特化した「学科併願
制度」を拡充し、本学科の認知度
向上を図る。【実施時期1月～3
月】
【客観的根拠による社会的ニーズ
からの学生募集】
　厚労省によると第８期介護保険
事業計画の介護サービス見込み量
等に基づき、都道府県が推計した
介護職員の必要数を見ると、2023
年度には約２３３万人（＋約２２
万人（5.5万人/年））、2025年度
には約２４３万人（＋約３２万人
（5.3万人/年））、2040年度には
約２８０万人（＋約６９万人（3.3
万人/年））と試算しており、長
期・安定的に有望な労働市場と
なっている点を強調する。
  さらにこれを受けて、国におい
ては、➀介護職員の処遇改善、➁
多様な人材の確保・育成、➂離職
防止・定着促進・生産性向上、➃
介護職の魅力向上、➄外国人材の
受入環境整備など総合的な介護人
材確保対策に取り組むとされてお
り、今後も介護職員のニーズは長
期的・安定的に上昇するものと考
えられる。以上のように全体的に
有望な介護労働市場であることを
高校担当者に説明する。
さらに個別具体的な視点では、厚
労省の平均賃金のデータを活用
し、最近の介護職員の給与水準の
高さは他の医療職である理学療法
士や作業療法士などと比べ遜色の
ない水準にきていること。また長
期的な視点から介護施設での職員
のキャリアパスを提示し、10年後
の年俸水準を提示し、不安なく本
分野を選択できるよう勧誘を行
う。
　介護労働市場への所得面での偏
見を払拭し、学生が当該分野を選
択できるよう客観的データを提示
し理解につとめる。
「（４）（５）」

長期的かつ安定的な学
生の確保に資するた
め、継続的に本学科に
対する社会的なニーズ
を客観的な根拠に基づ
き分析するなどによ
り、学生募集活動の充
実を図るとともに、ア
ドミッション・ポリ
シーにかなう学生の十
分な確保に努めるこ
と。

本学の学生募集活動では、受験対
象者のアプローチである、①資料
請求、②進学相談会での出会い、
③オープンキャンパス等のイベン
トへの参加、という一連の流れを
重視している。
　特に、③については、本学の過
去4年間のデータから、「イベント
の参加」率が出願率と正の相関関
係がある。特に9月以降の参加者
は、6月・7月のオープンキャンパ
スの参加歴があることから、導入
時期の6月・7月のオープンキャン
パスでは参加者の満足度を高める
企画として近接の介護施設での介
護現場を見学、体験させる取り組
みを実施している。これら体験等
で“介護マネジメント”への関心
を持たせたうえで、リピートする
参加者に対して入試対策に繋がる
「小論文対策講座」や「面接対策
講座」を9月以降に実施する。
【オープンキャンパス等のイベン
ト実施について】
１．本学最大の特徴である大学に
隣接する日本医療大学病院や介
護・福祉施設を活用し、オープン
キャンパス等のイベントプログラ
ムでは、「目指す職業を体験・見
学する」と題して、医療職・介護
職のイメージを明確化できるよう
病院および介護施設スタッフと連
携し、見学・体験企画を実施す
る。【実施時期6月・7月】
２．オープンキャンパス等に参加
する高校生の身近な存在である、
オープンキャンパス学生サポー
ターの協力を得ながら、高校生の
「知りたいことを解決する」と題
して、学生サポーター主催の「な
んでも個別相談会」を企画し、参
加者の満足度を高めるよう特別企
画を実施する。【実施時期6月～10
月】
３．毎回開催している学科紹介で
は、学科の概要・特徴に加えて、
通学時のスクールバス紹介や入学
者受け入れ方針等を丁寧に説明す
る。
【入学者選抜について】
１．競合大学が実施していない、
「学校推薦型選抜（公募後期）」
および「総合型選抜（後期）」実
施する。【実施時期12月・3月】
２．学校推薦型選抜（指定校）の
対象高校を北海道全域に拡大し、
きめ細かな高校訪問を継続的に実
施する。【実施時期5月～10月を中
心に通年】
３．学校推薦型選抜（指定校）の
入学者に入学金免除を行い、経済
的負担を軽減する。また、上位合
格者を対象とした特待生選抜を実
施し、優秀な学生確保と経済的負
担を軽減する。【実施時期10～12
月】
４．本学独自のファミリーサポー
ト制度（入学金免除）を改めて周
知徹底する。【実施時期4月～3
月】
５．２．一般選抜および大学入学
共通テストに特化した「学科併願
制度」を拡充し、本学科の認知度
向上を図る。【実施時期1月～3
月】

上記に加え、これまで以上に継続
的な高校訪問を実施し、高校との
信頼関係を構築する。また、就職
先として予定している高齢者施設
等も訪問し、本学科の認知拡大を
図る。【実施時期5月～3月】
【客観的根拠による社会的ニーズ
からの学生募集】
　厚労省によると第８期介護保険
事業計画の介護サービス見込み量
等に基づき、都道府県が推計した
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年度には約２３３万人（＋約２２
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には約２４３万人（＋約３２万人
（5.3万人/年））、2040年度には
約２８０万人（＋約６９万人（3.3
万人/年））と試算しており、長
期・安定的に有望な労働市場と
なっている点を強調する。
  さらにこれを受けて、国におい
ては、➀介護職員の処遇改善、➁
多様な人材の確保・育成、➂離職
防止・定着促進・生産性向上、➃
介護職の魅力向上、➄外国人材の
受入環境整備など総合的な介護人
材確保対策に取り組むとされてお
り、今後も介護職員のニーズは長
期的・安定的に上昇するものと考
えられる。以上のように全体的に
有望な介護労働市場であることを
高校担当者に説明する。
　さらに個別具体的な視点では、
厚労省の平均賃金のデータを活用
し、最近の介護職員の給与水準の
高さは他の医療職である理学療法
士や作業療法士などと比べ遜色の
ない水準にきていること。また長
期的な視点から介護施設での職員
のキャリアパスを提示し、10年後
の年俸水準を提示し、不安なく本
分野を選択できるよう勧誘を行
う。
　介護労働市場への所得面での偏
見を払拭し、学生が当該分野を選
択できるよう客観的データを提示
し理解につとめる。
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一般選抜において、選
択科目として「公民
（政治・経済）」 、
「数学（数学１・数学
A）」、「理科（生物
基礎）」から１科目を
選択することとしてい
るが、各科目を通じて
測定する能力は、いず
れも本学科における教
育効果の向上に資する
ことが期待できること
から、受験時に選択し
た科目以外の科目に関
する内容についても、
必要に応じてリメディ
アル教育等を実施する
ことが望ましい。

　介護福祉マネジメント学科で必
要とする基礎知識を補うため、本
学他学部で既に実施しているリメ
ディアル教育と同等の内容で、必
要な時期に適切に実施する方針で
ある。
　具体的には、公民について、本
学の専任教員が対応する。
　また、AC期間終了後に数学や理
系科目等の授業科目を新たに追加
するなどの検討を行う予定であ
る。
「（４）（５）」

AC期間中については、既存の授業
科目の中で、数学等の基礎知識を
深めるよう、授業内容の工夫に努
める。今年度では、前期開講の
「統計学」において、高校の数学
の基礎的知識の復習を織り込んだ
講義内容としており、さらに後期
開講の「マーケティング入門」に
おいて、市場調査の回で基礎統計
を解説し、調査法を実践させる。
　また、AC期間終了後に数学や理
系科目等の授業科目を新たに追加
するなどの検討を行う予定であ
る。入学時プレイスメント試験を
実施し、数学や理科について習得
が必要な学生には希望に合わせて
リメディカル教育講座を開設し参
加を募る予定。
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画を実施する。【実施時期6月～10
月】
３．毎回開催している学科紹介で
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者受け入れ方針等を丁寧に説明す
る。
【入学者選抜について】
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期的・安定的に上昇するものと考
えられる。以上のように全体的に
有望な介護労働市場であることを
高校担当者に説明する。
　さらに個別具体的な視点では、
厚労省の平均賃金のデータを活用
し、最近の介護職員の給与水準の
高さは他の医療職である理学療法
士や作業療法士などと比べ遜色の
ない水準にきていること。また長
期的な視点から介護施設での職員
のキャリアパスを提示し、10年後
の年俸水準を提示し、不安なく本
分野を選択できるよう勧誘を行
う。
　介護労働市場への所得面での偏
見を払拭し、学生が当該分野を選
択できるよう客観的データを提示
し理解につとめる。

【認可】
助言事項

履行中
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認　可　時

（令和４年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和４年度）

【認可】
遵守事項

履行中

完成年度前に、定年規
程に定める退職年齢を
超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織編制の将来構想に
ついて着実に実施する
こと。

履行中
【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

　定年年齢（65歳）を超えて採用
した専任教員及び採用後4年以内に
定年年齢を迎える専任教員につい
ては、採用後4年間は雇用継続し、
それ以降は退職又は特任教授等の
適用により、適切な運用を図って
いく。
教員任用にあたっては、職位・年
齢等のバランス及び教育研究分野
等を考慮した上で、教員の採用を
計画的に進める。

(1) 令和４年度開設の３学科（保
健医療学部臨床工学科、総合福祉
学部介護福祉マネジメント学科、
総合福祉学部ソーシャルワーク学
科）については、集中的なテレビ
ＣＭを含めた広報活動とともに、
積極的な高校訪問により志願者数
確保を企図したが、コロナ禍のた
め高校訪問による周知活動も制限
され、認知度が上がらないまま入
試に突入することとなった結果、
令和５年度の入学者数（５月１日
時点）は、介護福祉マネジメント
学科４人（定員充足率10.0％）
と、昨年度に続き定員未充足と
なった。
　(2) 定員設定においては、①教
員組織体制、実習指導体制、教育
施設・設備等において良好な水準
を確保できること　②高校生の進
路希望を背景とした長期的な学生
確保が可能であること　③地域の
人材需要に対応することを合理的
に判断したうえで、入学定員の設
定を認可申請時に行ったものであ
る。

(1)昨年度に続き定員未充足という
残念な結果を、本学は真摯かつ重
く受け止め、定員充足に向けた更
なる対応策に着手をしている。具
体的には、これまで実施してきた
テレビCMやweb広告等の広報を効果
的かつタイムリーに展開していく
ことに加え、高校生の進路決定時
期の早期化に対応するため、従
来、４月下旬から実施してきた訪
問活動を、今年から3月中旬に早め
て実施している。また、募集グ
ループ職員を２名増員し現在11名
体制としたうえで、高校訪問に際
しては教員と募集グループ担当職
員で北海道内を広域に訪問出来る
ように実施している。その結果５
月12日現在、既に109校（前年度比
31校増）を訪問し、昨年度よりも
好感触な手応えを得ている。
(2) これに加え、令和６年度の入
学者に向け「特待生制度の見直
し」を行い、更なるテコ入れを実
施することとしている。具体的に
は、総合福祉学部においては、同
じく合格者の成績上位者を対象
に、在学４年間の授業料を「全
額」免除する制度に変更する。
(３) また、SNSを活用することに
より、多くの高校生等にフォロー
していただくことや、オープン
キャンパス参加の高校生からの出
願率を高めるため、これまで以上
に在学生と高校生等との交流機会
を増やす実施方法に変更する等、
出願率の向上に努めている。特
に、Instagramでは、学内の日常生
活・学校風景・近隣風景を投稿す
ることにより、高校生をはじめ多
くの方々にフォローしていただく
ことや、進学相談会・オープン
キャンパス時に、高校生にLINEの
お友達登録をしていただき、LINE
ポットを活用して情報を伝えるこ
とにしたほか、YouTubeでは、高校
生のほか多くの方々にフォローし
ていただけるように、改善を図る
こととした。
(4) さらに、本学真栄キャンパス
に通学する総合福祉学部介護福祉
マネジメン学科、及び総合福祉学
部ソーシャルワーク学科の学生の
利便性を高めるため、学生の授業
時間帯に配慮したスクールバスの
増便（25便/日⇒36便/日）を実施
している。
(5) 上記の取り組みに加え、定員
充足に係る工夫•施策について、今
後も引き続き積極的に検討を行
い、継続的に改善に努めることと
している。

　定年年齢（65歳）を超えて採用
した専任教員及び採用後4年以内に
定年年齢を迎える専任教員につい
ては、採用後4年間は雇用継続し、
それ以降は退職又は特任教授等の
適用により、適切な運用を図って
いく。
教員任用にあたっては、職位・年
齢等のバランス及び教育研究分野
等を考慮した上で、教員の採用を
計画的に進める。
「（４）（５）」

教育内容の充実等を通
じ、入学定員未充足の
改善に努めること。
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　　　　以下のとおりに記載してください。

　　　　【令和４年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和４年度報告書の記載内容を転記し文末に「（４）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（５）」と記載してください。

　　　　【令和４年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和４年度報告書の記載内容を転記し文末に「（４）（５）」と記載してください。

　　　　【令和５年度から新たに調査対象となった学科等又は令和４年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（５）」と記載してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

７　その他全般的事項

＜総合福祉学部　介護福祉マネジメント学科＞

（１） 設置計画変更事項等

一般入試（前期）
必須 2 科目（「国語」「英語」）・選択 1 科目の計 3 科目
選択 1科目については、次の3科目の中からの選択
「公民（政治･経済）」、「数学（数学Ⅰ・数学 A）」、「理科（生物基
礎）」

一般入試（前期）
必須 2 科目（「国語」「英語」）・選択 1 科目の計 3 科
目
選択 1科目については、次の5科目の中からの選択
「公民（政治･経済）」、「数学（数学Ⅰ・数学 A）」、
「理科（生物基礎）」、「理科（化学基礎）」、「理科
（物理基礎）」

本学総合福祉学部の一般入試（前期）では、入学志願者が
高等学校段階までに身に付けた力を、大学教育の中で発
展・向上させ、社会（医療法人や社会福祉法人等）へ送り
出すという使命を持って教育している。特に、総合福祉学
部のアドミッションポリシーでは、「保健・医療・福祉に
関わる専門的知識を学べる基礎学力を有する人」と記載さ
れており、本学の全ての学部学科で、同じレベルの学生を
入学させることに主眼を置き一定の基礎力を試験する必要
があり、この方針に基づいて実施したい。
それを実行するために、総合福祉学部の令和５年度一般入
試（前期）では、選択試験科目に理系科目を2科目増やすこ
ととしたい。具体的な受験科目としては、必須 2 科目
（「国語」「英語」）・選択 1 科目の計 3 科目で行う入
試の形態は変えずに、本学の他の学部と同様、選択１科目
については３科目の中からの選択を、次のとおり５科目の
中からの選択に改める。現代における政治・経済・国際関
係等について、多面的・多角的に考察できる基礎知識とな
る「公民（政治･経済）」、統計調査に必要な基礎的数学知
識となる「数学（数学Ⅰ・数学 A）」、生物の機能に関す
る生物学的基礎知識となる「理科（生物基礎）」の 3 科目
に加え、医薬品の効果などの理解に必要な化学的基礎知識
が備わる「化学基礎」と、医薬福祉機器の操作に必要な物
理的基礎知識を測る「物理基礎」である。
また、念のために選択科目の中に「理科」の科目が追加さ
れるとしたら、どの科目が望ましいか今年入学した１３名
の総合福祉学部１年生にアンケートを取ったところ「化学
基礎」が１３名「物理基礎」が１名であり、学生からの強
い要望もある。
　なお、入学前には、入学後の教育課程を踏まえ、オープ
ンキャンパスや入試相談会の中で、高校生等には、特に入
試科目として選択しなかった、それ以外の選択科目につい
ては高等学校段階でしっかり学んでおくよう説明してまい
りたい。
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一般入試（後期）
必須 2 科目（「国語」「英語」）・選択 1 科目の計 3 科目
選択 1科目については、次の3科目の中からの選択
「公民（政治･経済）」、「数学（数学Ⅰ・数学 A）」、「理科（生物基
礎）」

一般入試（後期）
必須 2 科目（「国語」「英語」）・個人面接の計 3 科目

一般入試（前期）と同様な試験科目で実施してきたところ
であるが、令和５年度の入試より、個人面接重視で人柄を
見ることに重点を置き、入学志願者の意欲・適性等を見て
いきたいと考えている。そのうえで、本学の全ての学部学
科で、同じレベルの学生を入学させることに主眼を置くた
め、必要な知識としての必須 2 科目（「国語」「英語」）
とすることにより、日本医療大学のアドミッションポリ
シーである「本学の教育理念に共鳴し、自らの成長を自己
推進していくことができる学生を求めています。養成する
人材が卒業後に札幌地域のみに貢献するのではなく、北海
道全体、ひいては日本国内、また広く国際的な視野を持ち
つつ活動していくことができる人材を求めます。さらに北
海道という地域特性に鑑み、医療の地域偏在をなくすた
め、各地域・へき地においても人々の健康な生活を支援す
ることに貢献できるたくましい人材を募集します。」に合
致する学生を入学させたいと考えている。

　　・FDセミナーの実施計画について

　　・授業評価アンケートの実施について

　　・学外の研修会等への参加

　　・学外の研修会等：現地参加もしくはオンライン参加

　　(4)第4回（2022.07.29開催）　教員の参加状況：出席　7名（欠席　1名）

　ａ　委員会の設置状況

 　　FD委員会【添付資料➀】

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　　・2022年度活動計画の確認等について

②　実施状況（FD）

　ａ　実施内容

　　・学内FDセミナーの実施

　ｂ　実施方法

　　・学内FDセミナー：対面、オンライン、オンデマンド配信によるハイブリッド形式

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　第1回（2022.05.23）『科学研究費に関するセミナー（１）』　教員の参加状況：105名

①　実施体制

　　(5)第5回（2022.08.22開催）　教員の参加状況：出席　7名（欠席　1名）

　　(6)第6回（2022.09.22開催）　教員の参加状況：出席　6名（欠席　2名）

　ｃ　委員会の審議事項等

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　(1)第1回（2022.04.18開催）　教員の参加状況：出席　7名（欠席　1名）

　　(2)第2回（2022.05.09開催）　教員の参加状況：出席　7名（欠席　1名）

　　(3)第3回（2022.06.17開催）　教員の参加状況：出席　7名（欠席　1名）

　　　第2回（2022.07.22）『科学研究費に関するセミナー（２）』　教員の参加状況：102名

　　　第3回（2022.11.11）『成績評価に関するセミナー』　　　　　教員の参加状況：91名

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・研修会を踏まえた授業方法改善の検討、実施
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②　実施状況（SD）

　　・学内ポータルサイトを使用して結果掲示

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

　ａ　実施内容

　　　学内SD研修の実施

　ｂ　実施方法

　　　対面またはオンデマンド配信含む

　　　第10回（2023.2.27/28）   『事務局員としての組織』　　　　　　職員全員参加

　　　第11回（2023.3.24/27）　 『ハラスメント防止について』　　　　職員全員参加

　　　第12回（2023.3.29/30）　 『コンプライアンスについて』　　　　職員全員参加

　　　第5回 （2022.12.8/12.9） 『予算のイロハ』　　　　　　　　　　職員全員参加

　　　第6回 （2022.12.22/23）　『大学関連の法律と学内規程について』職員全員参加

　　　第7回 （2023.1.19/20）　 『情報漏洩事故から学ぶ情報資産の取扱い～本学のルール～』職員全員参加

　　　第8回 （2023.1.26/27）　 『応募から入学までのプロセス』　　　職員全員参加

　　　第9回 （2023.2.7/8）　　 『寄付行為について』　　　　　　　　職員全員参加

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　第1回 （2022.10.13/14）　『事務職員のスキル向上の必要性』　　職員全員参加

　　　第2回 （2022.10.17/11.2）『就業規則についてと仕事の進め方』　職員全員参加

　　　第3回 （2022.10.28/31）　『発議のイロハ』　　　　　　　　　　職員全員参加

　　　第4回 （2022.11.24）　　 『苦情・トラブルへの対応』　　　　　職員全員参加

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　・有（前期/後期の計2回）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　　・アンケート結果について本学フォーマットを用いて集計し、学長・学部長・学科長と共有している
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和５年９月公表予定

　ｂ　公表方法

　　・年次で「日本医療大学　年報」として刊行

　　・大学ホームページ上に公開予定

③　認証評価を受ける計画

　　・順調に推移している

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和５年度）

　　・令和元年度に公益財団法人日本高等教育評価機構の認証評価を受審済み

　　・次回の認証評価は令和8年度受審予定

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
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